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本
書
は
、
三
木
氏
(
以
下
、
著
者
と
略
す
)
が
二

0
0
0年
八
月
に
北
海

遁
大
撃
に
提
出
し
た
拳
位
請
求
論
文
「
抗
租
の
研
究
|
|
十
六
|
十
八
世
紀

の
一
碕
建
を
中
心
と
す
る
枇
舎
経
済
史
的
・
法
文
化
史
的
考
察
l
l
E
」
を
基
礎

と
す
る
、
五

O
O
頁
以
上
に
も
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
近
年
の
明
清
時
代
史
研

究
で
は
、
問
題
関
心
の
多
様
化
、
研
究
分
野
の
細
分
化
が
顕
著
に
進
行
し
、

か
つ
て
隆
盛
を
極
め
た
民
衆
闘
争
研
究
が
沈
滞
傾
向
に
在
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
か
か
る
皐
界
動
向
に
在
っ
て
抗
租
を
直
接
の
考
察
釣
象

と
す
る
本
舎
の
上
梓
の
意
義
は
頗
る
大
き
い
。
著
者
は
森
正
夫
氏
が
提
起
さ

れ
た
「
図
家
権
力
と
抗
租
す
る
佃
戸
と
の
開
遠
の
問
題
」
を
自
覚
的
に
取
り

上
げ
る
等
、
従
来
の
抗
租
研
究
を
後
展
的
に
縫
承
し
空
白
部
分
を
埋
め
よ
う

と
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
江
南
を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
き
た
抗
租
像
を

相
封
化
す
べ
く
、
一
帽
建
省
の
抗
租
像
を
多
数
の
未
愛
掘
史
料
と
と
も
に
提
示

す
る
。
本
書
を
通
讃
し
て
我
々
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
抗
租
研
究
が
必

ず
し
も
極
限
ま
で
突
き
詰
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ひ
い
て
は
民
衆
闘

争
研
究
が
今
な
お
検
討
の
品
跡
地
を
残
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
か
か
る
黙
で
本
書
は
現
在
の
向
学
界
動
向
に

一
石
を
投
ず
る
も
の
と
い

っ

て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

本
書
は
全
四
部
十
一
章
一
附
篤
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
で
は
一
服
建
省

で
展
開
さ
れ
た
抗
租
と
そ
の
枇
曾
経
済
的
な
背
景
、
第
二
部
で
は
抗
租
と
明

清
図
家
権
力
、
第
三
部
で
は
抗
租
と
禁
歴
装
置
と
し
て
の
保
甲
制
、
第
四
部

で
は
抗
租
と
方
法
と
し
て
の
園
頼
を
そ
れ
ぞ
れ
扱
っ
て
い
る
。
で
は
、
ま
ず

本
書
の
内
容
を
順
に
整
理

・
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

序
で
は
、
明
清
枇
曾
経
済
史
研
究
が

一
九
八

0
年
代
に
壷
期
を
迎
え
た
こ

と
を
前
提
に
、
抗
租
研
究
を
二
期
に
分
か

っ
て
整
理
す
る
。
八
O
年
以
前
は

設
展
段
階
論
の
影
響
を
強
く
受
け
、
明
清
時
代
の
歴
史
性
を
究
明
し
よ
う
と

す
る
撃
界
動
向
の
下
、
抗
租
自
慢
が
地
主
|
佃
戸
開
係
の
愛
展
段
階
を
規
定

す
る
メ
ル
ク
マ

ー
ル
と
看
倣
さ
れ
、
そ
の
後
展
的
諸
側
面
の
追
求
が
な
さ
れ

た
(
重
田
徳

・
小
山
正
明

・
田
中
正
俊

・
森
正
夫
・
演
島
敦
俊
)
。
八

0
年

代
に
至
る
と
、
森
氏
の
「
枇
曾
を
構
成
す
る
基
本
的
な
場
、
人
閉
が
生
き
る

場
と
し
て
の
地
域
社
舎
と
抗
租
と
の
関
連
の
問
題
」
を
考
察
す
べ
き
と
の
問

題
提
起
を
受
け
て
、
抗
租
を
地
域
の
秩
序
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
師
時
統

中
国
の
持
績
的
な
秩
序
形
成
の
論
理
の
中
で
再
検
討
し
て
い
こ
う
と
す
る
研

究
の
新
た
な
方
向
性
が
一不
さ
れ
た
と
い
う
(
森
正
夫
・
岸
本
美
緒
・
寺
田
浩

明
)。

著
者
は
後
者
の
方
法
を
具
鰻
的
に
賓
践
す
べ
く
、

一服
建
省
を
地
域
的

封
象
と
し
て
「
明
清
時
代
の
抗
租
を
め
ぐ
る
具
鰻
的
な
歴
史
像
を
構
築
し
よ

う
と
試
み
」
る
こ
と
を
告
白
す
る
。

第
一
部
・
第
一
章
「
明
末
以
降
の
一
硝
建
に
お
け
る
抗
租
の
展
開
」
主
に

地
方
志
を
用
い
な
が
ら
明
末
高
暦
年
間
か
ら
清
代
後
期
の
遁
光
年
聞
に
至
る

ま
で
の
一硝
建
省
各
地
の
抗
租
状
況
が
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
二

五
O
年
に
及
ぶ
長
期
間
に
亙

っ
て、

一服
建
省
で
は
全
滅
で
日
常
的
抗
租
が
持

績
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
賓
設
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
抗
租
と

一
回
爾
主
制
、
商
業
資
本
・
商
品
流
通
、
園
家
権
力
と
の
開
係
が
問
わ
れ
ね

au 



ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
提
起
さ
れ
る
。

第
二
章
「
継
正
年
関
の
山
家
安
際
に
お
け
る
抗
租
の
展
開
」
著
者
が
踊
建

省
図
書
館
で
後
掘
し
た
薙
正

『崇
安
附
紳
士
心
』
巻

て

風
俗
の
記
載
に
依
娠
し

つ
つ
、
第

一
章
で
提
起
し
た
諸
問
題
を
具
鵠
的
に
分
析
す
る
。
回
皮

・
田
骨

慣
行
の
耐
合
目
的
確
立
に
よ
っ
て
「
主
家
不
知
田
之
所
在
」
と
い
う
事
態
が
現

出
し
、
そ
れ
に
依
嫁
し
た
意
識
的
な
「
抗
租
覇
耕
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

一踊
建
省
内
部
の
米
穀
流
通
市
場
の
存
在
を
前
提
に
商
業
・
高
利
貸
資
本
に
よ

る
小
農
民

(佃
戸
)
を
針
象
と
し
た
問
屋
制
前
貸
的
生
産
形
態
が
行
わ
れ
て

お
り
、
か
か
る
状
況
と
密
媛
に
関
連
し
て
抗
租
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

落
正
年
間
の
崇
安
懸
で
は
す
で
に
地
方
官
と
在
地
の
治
安
機
構
と
が
一
種
化

し
た
抗
租
禁
盤

・
取
締
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と

を
抱
摘
す
る
。

第
三
章
「
抗
租
と
阻
米
|
|
明
末
清
初
期
の
一両
建
を
中
心
と
し
て
|
|
」

明
末
清
初
期
の
一
昭
建
省
で
佃
戸
の
地
主
に
封
す
る
抗
租
が
庚
汎
に
展
開
し

て
い
た
こ
と
の
枇
曾
経
済
的
な
背
景
と
し
て
「
商
品
作
物
の
栽
培
を
中
心
と

す
る
商
品
生
産
の
展
開
、
米
穀
の
生
産
・
流
通
構
造
の
特
異
性
、
地
主
の
城

居
化
の
進
展
お
よ
び
仙
戸
の
商
品
生
涯
に
と
も
な
う
地
主

l
伽
戸
開
係
の
繁

質
、
農
村
枇
曾
へ
の
商
業
・
高
利
貸
資
本
の
浸
透
お
よ
び
彼
ら
と
小
農
民

(佃
戸
)
と
の
聞
の
経
済
的
な
支
配
H

隷
属
関
係
の
成
立
、
さ
ら
に
は

〈地

主
的
市
場
〉
と
し
て
の
米
穀
流
通
市
場
を
前
提
と
し
た
地
主

・
商
業
資
本
に

よ
る
米
殺
の

〈他
境
〉

へ
の
搬
出
と

〈本
筏
〉
に
お
け
る
米
穀
不
足
」

(一

O
六
頁
)
等
々
の
事
態
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
抗
祖
闘

争
が
阻
米
闘
争
(
有
利
な
市
場
へ
の
米
穀
の
搬
出
を
抗
租
と
い
う
手
段
で
阻

止
す
る
)
と
し
て
の
一
面
を
有
し
て
い
た
と
述
べ
る
。

第
四
章
「
沙
問
帥
|
|
清
代
一碕
建
の

一
地
方
枇
曾
|
|
」
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抗
租
を
生
み
出

す
枇
曾
的
経
済
的
諸
脇
陣
件
を
延
平
府
沙
豚
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
角
か
ら
検
討

す
る
。
産
米
地
匿
に
属
す
る
沙
問
肺
は
め
跡
剰
米
穀
を
移
出
し
て
い
た
が
、
間
江

を
媒
介
と
し
て
省
都
一
崎
州
に
繋
が
る
一崎
建
省
最
大
の
流
通
市
場
圏
に
包
撤
さ

れ
て
い
た
た
め
、
地
主
と
商
業
資
本
と
の
結
託
に
よ
る
米
穀
の
買
い
占
め
が

行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
地
主
を
所
有
主
穏
と
す
る
水
碓
・
船
碓
H
精
米
施
設
が

重
要
な
環
節
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
一崎
州
の
商
業
資
本
と
沙
懸
の
そ
れ
と
の

開
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
買
い
占
め
に
拍
車
が
か
か
り
、

中
十
ば
強
制
的

に
米
穀
が
一服
州
へ
搬
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
豊
富
な
史
料
と
と
も
に
描
出
す

ヲ心
。第

二
部

・
第
五
章
「
清
代
前
期
一
帽
建
の
抗
租
と
園
家
権
力
」
泉
州
府
同

安
将
積
善
皇
の
葉
氏
が
所
有
す
る
卒
和
懸
の
屯
田
で
展
開
さ
れ
た
抗
租
を
事

例
に
、
清
代
前
期

(擁
正
年
間
)
に
お
け
る
地
主
|
仙
戸
関
係
と
図
家
権
力

と
の
関
係
を
考
察
し
、
第

一
に
、
首
該
時
期
に
園
家
権
力
が
す
で
に
地
方
官

か
ら
在
地
の
治
安
機
構
(
保
甲
制
)
へ
と
連
な
る
形
態
で
抗
租
弾
堅

・
鉄
租

追
比
シ
ス
テ
ム
を
完
整
さ
せ
て
お
り
、
地
主
の
佃
租
枚
奪
を
直
接
的
に
保
設

す
る
な
ど
、
私
的
な
経
済
関
係
た
る
地
主
|
佃
戸
関
係
に
介
入
し
て
い
た
こ

と
、
第
二
に、

〈賦
は
租
よ
り
出
づ
〉
と
い
う
概
念
が
宋
代
で
は
な
く
、
明

末
以
降
の
抗
租
の
展
開
、
そ
れ
に
伴
う
地
主
|
佃
戸
関
係
へ
の
図
家
権
力
の

直
接
介
入
と
い
う
事
態
の
中
か
ら
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
六
掌
「
抗
租
と
法
・
裁
判
|
|
潅
正
五
年
の

〈抗
租
禁
止
係
例
〉
を
め

ぐ
っ
て
|
|
」
内
容
的
に
は
①
紳
衿
の
佃
戸
に
針
す
る
私
的
刑
罰
行
使
の

禁
止
@
佃
戸
の
抗
祖
の
禁
止
を
骨
格
と
す
る
薙
正
五
年
〈
抗
租
禁
止
保
例
〉

に
つ
い
て
、
骨
田
該
倹
例
の
制
定
過
程

・
候
文
内
容
、
成
立
の
背
景
に
あ
る
現

賓
、
抗
租
の
禁
堅

・
取
締
に
お
け
る
賓
質
性
等
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、
以

下
の
よ
う
な
結
論
を
示
す
。
①
制
定
過
程
か
ら
見
れ
ば
、

①
が
立
法
の
必
要
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性
を
主
張
さ
れ
て
い
た
の
に
釣
し
て
、

⑤
は
法
の
バ
ラ
ン
ス
を
付
興
す
べ
く

立
法
の
過
程
で
出
現
し
た
こ
と
、

②
脇
陣
文
内
容
で
は
①
は
字
義
ど
お
り
紳
衿

地
主
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
庶
民
地
主
の
場
合
に
は

「威
力
制
縛
人

律
」
で
鹿
罰
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

③
現
賓
的
に
は

〈抗
租
禁
止

候
例
〉
の
制
定
を
侠
つ
ま
で
も
な
く
、
明
末
以
来
、
抗
租
は
園
家
権
力
の
禁

墜
封
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
戸
婚

・
国
土
の
案
H
細
事
と
し
て
扱
わ
れ
、
各

地
方
官
の
自
由
裁
量
に
よ

っ
て
懲
戒
的
庭
分
H
答
刑
・
杖
刑

・
柳
競
が
執
行

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
④
し
か
し
か
よ
う
な
抗
租
の
慮
理
は
「
不
感
矯
律
」
の

適
用
に
お
け
る
庭
罰
と
賓
質
的
な
遠
い
は
存
在
せ
ず
、
従
っ
て

〈抗
租
禁
止

候
例
〉
制
定
の
必
要
性
は
無
か

っ
た
と
看
倣
し
う
る
こ
と
、
等
々
。

第
三
部

・
第
七
章

「明
末
の

一一帽
建
に
お
け
る
保
甲
制
の
展
開
」
明
末
高

暦
年
開
に
一渦
建
省
全
域
で
賓
施
さ
れ
た
保
甲
制

(郷
約
・
保
甲
制
)
の
性
格

が、

〈郷
紳
的
土
地
所
有
〉
を
展
開
す
る
郷
紳
屠
を
制
度
的
基
盤
と
し
、
同

時
に
里
甲
制
と
比
較
し
て
郷
村
枇
舎
内
部
へ
の
園
家
権
力
の
介
入
を
強
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
断
じ
、
明
末
の
保
甲
制
は
園
家
権
力
・
郷
紳

の
一
穏
化
に
よ
る
郷
村
支
配
を
志
向
し
た
制
度
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
。

第
八
章
「
長
開
・
斗
頭
か
ら
郷
保
・
約
地

・
約
練
へ
|
|
一碕一
建
山
匡
に
お

け
る
清
朝
郷
村
支
配
の
確
立
過
程
|
|
」
十
七
世
紀
半
、は
の
明
清
鼎
革
期

か
ら
十
八
世
紀
初
の
康
照
後
宇
に
至
る
ま
で
の
一
渦
建
省
汀
州
府
を
中
心
に
、

園
家
権
力
の
基
層
支
配
確
立
過
程
の
復
原
を
試
み
る
。
著
者
は
嘗
該
山
匡
郷

村
社
舎
に
お
け
る
秩
序
再
編
の

一
表
象
と
し
て
、
明
末
賞
遁
の
抗
租
反
乱
に

直
接
的
な
淵
源
を
有
し
取
精
忠
の
乱
な
と
カ
オ
ス
的
な
状
況
の
中
で
地
減
秩

序

・
統
合
に
関
わ
る
組
織
と
し
て
生
成
し
て
き
た
長
関
・
斗
頭
組
織
の
消
滅

と
、
明
末
以
来
の
郷
約
・
保
甲

・
園
練
に
由
来
す
る
郷
約

・
地
保

・
約
地

・

郷
練
・
約
練
の
定
着
と
い
う
愛
動
を
提
示
し
、
そ
こ
に
混
乱
か
ら
安
定
へ
と

い
う
地
域
の
歴
史
的
構
園
を
讃
み
取
ろ
う
と
す
る
。

附
篇

「明
代
里
老
人
制
の
再
検
討
」
本
篇
は
評
者
が
資
言
す
る
ま
で
も

な
く
、
後
の
中
島
集
章
、
寺
田
浩
明
・
岩
井
茂
樹
、
伊
藤
正
彦
ら
諸
氏
に
代

表
さ
れ
る
里
老
人
制
研
究
、
郷
村
裁
判
シ
ス
テ
ム
研
究

・
論
争
の
璃
矢
と
な

っ
た
貴
重
な
成
果
で
あ
る
(
補
論
/
四
O
二
l
四
O
五
頁
で
整
理
さ
れ
る
)
。

著
者
の
主
張
は
お
も
に
①
戸
婚

・
国
土
の
案
等
の
第
一
審
を
里
老
人
が
檎
賞

す
る
と
い
う
原
則
は
、
省
初
か
ら
空
文
化
し
て
お
り
官
の
裁
剣
に
持
ち
込
ま

れ
て
い
た
こ
と
、

②
里
老
人
に
附
奥
さ
れ
た
刑
罰
穫
は
園
家
の
刑
罰
穏
系
と

質
を
異
と
し
郷
村
の
共
同
種
的
制
裁
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
賓
際
の

裁
判
刊
は
調
解
を
主
と
し
た
柔
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
二
黙
に
存
す
る
。

第
四
部

・
第
九
章
「
抗
租
と
園
頼
|
|
『結
石
融
制
董
報
』
「
「づ
佃
」
の
世

界
|
|
」
人
開
の
死
或
い
は
死
骸
を
利
用
し
て
他
人
を
恐
喝

・
謹
告
し
よ

う
と
す
る
行
篤
H
園
頼
と
抗
租
と
の
開
係
を
具
健
的
事
例
を
傘
げ
つ
つ
考
察

す
る
。
明
末
以
降
の
華
中
南
地
域
で
は
抗
租
を
行
う
に
あ
た
っ
て
園
頼
と
い

う
凄
倫
な
行
鴛
が
庚
く
選
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
園
頼
案
件
で
は
地
主
の
佃

戸
に
釘
す
る
「
威
逼
」
の
有
無
が
巌
し
く
問
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
主
に
紅

曾
・
法
制
商
か
ら
の
検
討
を
行
、
っ
と
同
時
に
、
固
頼
を
選
擦
す
る
佃
戸
の
死

生
観

・
他
界
観
な
ど
心
性
面
か
ら
の
検
討
の
必
要
性
を
提
起
す
る
。

第
十
章

「軽
生
園
頼
老
「
|
特
に
威
逼
と
の
閥
連
に
つ
い
て
|
|
」
前

章
に
比
較
し
て
一
踊
建
な
ど
各
省
の
園
頼
に
閲
す
る
史
料
を
豊
富
に
収
集
し
線

合
的
な
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
結
果
、
圏
頼
が
各
地
で
高
い
頻
度
で
後
生
し

習
俗
化
し
て
い
た
こ
と
、
州
際
官
が
園
頼
に
封
し
て
認
告
僚
で
は
な
く
威
逼

僚
を
安
易
に
適
用
し
、
圃
頼
の
被
害
者
か
ら
埋
葬
銀
を
追
徴
し
た
た
め
、
下

層
民
に
と
っ
て
園
績
が
祉
曾
的
経
済
的
上
位
者
に
針
す
る
有
数
な
報
復

・
抵

抗
た
り
え
た
こ
と
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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第
十

一
挙
「
停
統
中
図
に
お
け
る
図
剰
の
構
図
|

|l明
消
時
代
の
一服
建
の

事
例
に

つ
い

て

l
l
」

停
統
中
閣
に
お
け
る
固
頼
の
構
図
を
検
討
し
、
第

一
に
、
「
園
頼
を
選
開
拝
す
る
前
提
に
は
、
自
殺
に
よ
る
死
を
平
然
と
受
け
入

れ
、
凄
惨
な
闘
頼
さ
え
も
笛
然
の
行
筋
と
看
倣
す
よ
う
な
、
あ
る
種
の
秩
序

意
識
が
存
在
し
て
い
た
・
・
・
回
繍
そ
の
も
の
が
人
命

の
行
篤
規
範
の
中
に
明

確
に
定
位
さ
れ
て
い
た
・
・
・
こ
う
し
た
秩
序
意
識

・
行
筋
規
範
の
存
在
こ
そ

が
一崎
建
の
各
地
に
圏
頼
を

〈風
俗
〉
と
し
て
定
着
さ
せ
」
た
こ
と
、
第
二
に、

凶
線
を
闘
繍
と
し
て
裁
か
ず
、
闘
制
制
の
被
官官
者
側
か
ら
埋
葬
銀
を
追
徴
す
る

こ
と
で
安
易
に
事
案
の
集
結
を
岡
ろ
う
と
す
る
州
豚
官
の
劉
感
に
典
型
的
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
賓
質
的
合
理
性
を
追
求
す
る
傍
統
中
園
の
法
文
化
が
圏

剰
の
選
捧
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
、
以
上
の
二
貼
を
結
論
と
し
て
提
示
す
る
。

結
語
は
本
書
の
総
論
部
分
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
は
本
書
全
憶
に
お
け
る
分

析
・
考
察
か
ら
導
出
さ
れ
た
一耐
建
省
の
抗
租
像
が
整
理
・
再
確
認
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
江
南
を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
き
た
明
末
清
初
の
抗
租
像
に
釣
置
さ
れ

る
。以

上
、
評
者
は

一
般
の
書
物
と
い
う
形
で
あ
ら
た
め
て
著
者
の
研
究
を
譲

み
か
え
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
著
者
が
地
方
志
・
文
集

・
剣
山
明

・
指
案
な

ど
多
額
多
様
な
史
料
を
、
如
何
に
精
力
的
に
収
集
し
丹
念
に
読
み
込
ん
だ
上

で
立
論
し
て
き
た
か
に
感
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
近
年
、
欧
米
研

究
者
の
概
念
を
や
や
安
易
に
取
り
込
み
、
か
か
る
概
念
に
類
似
し
た
事
態
を

偲
統
中
図
枇
曾
に
「
後
現
」
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
中

で

(自
戒
の
念
も
込
め
て
て
史
料
を
精
綴
に
譲
み
込
み
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
生
々
し
い
手
側
り
に
基
づ
き
つ
つ
論
理
を
構
築

・
展
開
し
て
い
こ
う
と
す

る
著
者
の
姿
勢

・
手
法
は
、
極
め
て
手
堅
く
か
っ
説
得
力
を
有
す
る
も
の
と

し
て
高
く
許
償
す
る
に
値
し
よ
う
。

さ
て
評
者
に
は
賞
然
に
著
者
の
網
羅
的
な
史
料
収
集
、
綴
密
な
分
析
寅
設

に
よ

っ
て
描
出
さ
れ
た
一崎
建
省
の
抗
租
像
に
釣
し
て
何
ら
か
の
論
評
を
加
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
民
衆
闘
争
研
究
を
専
門
と
す
る
わ

け
で
も
な
く
、

一問
建
省
を
研
究
針
象
と
し
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
評
者
に
と

っ
て
そ
れ
は
過
大
な
任
で
あ
る
と
い
わ
き
る
を
得
な

い
。
従

っ
て
評
者
の
問

題
関
心
に
惹
き
つ
け
な
が
ら
若
干
の
問
題
を
提
起
す
る
に
止
ま
る
こ
と
、
諸
原

め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

第

一
に
、
抗
租
と
一崎
建
省
と
い
う
舞
輩
|

|

一
般
的
に
宗
族
結
合
が
強
聞

で
あ
る
と
看
倣
さ
れ
る
枇
命
日
l
li

と
の
閥
係
。
ま
ず
本
書
を
通
読
し
て
気
づ

く
の
は
一幅
建
省
な
ど
華
南
地
域
研
究
で
は
必
ず
言
及
さ
れ
る
宗
族

(郷
族
、

以
下
、

宗
族
と
略
す
)
が
殆
ど
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。
評
者
が
本
書
を
議
み
進
め
る
中
で
何
と
な
く
し
っ

く
り
こ
な
い
と
漠
然

と
感
じ
て
い
た
の
は
こ
の
勃
で
あ

っ
た
。
本
書
の
主
な
登
場
人
物
を
整
理
す

る
と
、
地
主

(郷
紳

・
庶
民
に
分
か

っ
て

佃
戸

(A
、

B
、

ci---
)、
国

家
権

力

(
具
穏
的
に
は
皇
帝

・
中
央
官
僚

i
線
督

・
巡
撫
|
知
府

・
知
際

・

佐
雑
|
保
甲
と
下
る
行
政

・
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
)
と
な
る
が
、
こ
れ
は
著

者
が
序
で
紹
介
し
た
、
江
南
を
舞
愛
と
す
る
抗
租
像
の
登
場
人
物
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
り
、

一帽
建
省
を
舞
蓬
と
す
る
抗
租
像
を
描
く
場
合
に
も
そ
れ
で
事
足

り
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
著
者
は
確
か
に
「
〈郷
族
〉

の
厳
然
と
存
在
す
る
一渦
建
の
農
村
社
曾
に
お
い
て
、
何
ゆ
え
、
明
末
以
降
に

抗
租
が
盛
行
し
、
そ
れ
に
到
し
て
図
家
跡
地
力
の
介
入
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
」
(
第
一
章
)
と
宗
族
を
も
含
め
た
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
右
の
地
主
|佃
戸
関
係
を
基
軸
と
す
る
登
場
人
物
の
ほ
か
に
、
宗
族

内
部
、

宗
族
間
関
係
と
い

っ
た
も
う

一
つ
の
軌
を
も
加
え
る
こ
と
で
、

一崎
建

省
の
抗
租
像
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
江
南
の
抗
租
像
と
は
異
な
る
舞
蓋
を
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設
定
・
明
示
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
第
六
章
で
検
討
さ
れ
た
蔦
暦
年
開
の
郷
約

・
保
甲
制
の
場
合
を

考
え
て
み
る
。
こ
こ
で
は
理
念
と
し
て
の
郷
約
・
保
甲
制
が
現
賓
に
在
地
枇

舎
で
貧
施
さ
れ
る
時
、

如
何
な
る
階
層
に
依
援
し
て
い
た
か
が
考
察
さ
れ
て

い
る
が
、
許
字
遠
「
保
規
」
に
見
え
る
約
正
の
選
考
基
準
は
「
心
術
光
明
、

行
誼
高
潔
」
、
保
長
の
そ
れ
は
「
身
家
行
止
」
、
ま
た
黄
承
玄

「事
宜
」
の
場

合
は
各
々
「
宣
擦
老
成
」
「
{
且
擦
強
壮
」
と
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
著
者
は
約
正
を
郷
紳

・
生
監
暦
に
、
保
長
を
富
裕
な
地
主
暦
に
分
析

・
比

定
し
た
上
で
、
郷
約

・
保
甲
制
が
郷
紳
に
依
存
し
、
郷
紳
側
も
自
ら
の
私
的

支
配
を
揚
棄
し
な
が
ら
園
家
権
力
と
一
健
化
す
る
こ
と
で
郷
村
彪
舎
に
封
す

る
一
定
の
支
配
力
を
確
保
し
た
と
結
論
す
る
。
な
る
ほ
ど
約
正
に
つ
い
て
は

「
首
推
士
夫
、
及
於
者
老
、
及
於
暴
監
生
員
」
と
あ
っ
て
、
著
者
が
郷
紳

・

生
監
暦
に
注
目
す
る
理
由
も
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
と
て
「
者
老
」
と
あ
る

如
く
族
長
等
の
充
嘗
に
よ

っ
て
宗
族
的
な
論
理
が
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
を

排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
保
長
に
閲
し
て
は
極
め
て
唆
昧
な
記

載
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
郷
紳

・
生
監
鼠
唱
を
強
調
す
れ
ど
も
、
宗
族
の
全

て
が
必
ず
し
も
か
よ
う
な
暦
を
有
す
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
う
で
な
い

宗
族
が
多
数
を
占
め
る
中
で
、
郷
約

・
保
甲
制
の
賓
施
を
考
え
よ
う
と
す
れ

ば
、
宗
族
と
の
開
係
が
問
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
り
に

著
者
の
指
摘
の
如
く
郷
紳
・
生
監
暦
に
依
嫁
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
し

た
祉
舎
的
経
済
的
階
級
関
係
を
内
包
し
つ
つ
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た
血
縁
的

結
合
H
宗
族
(
枇
曾
)
と
、
園
家
権
力
の
最
末
端
に
在
っ
て
地
方
行
政
を
補

完
す
る
機
能
を
果
た
し
た
郷
約

・
保
甲
制
と
が
如
何
な
る
関
係
に
あ

っ
た
か

に
つ
い
て
は
、
錦
町
者
な
ら
ず
と
も
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

、「
F

。

同
様
の
事
は
第
四
部
で
扱
っ
た
園
頼
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。
た
と
え
ば

族
人
間
で
租
佃
閥
係
、
そ
れ
に
基
づ
く
釣
立
が
存
在
し
た
場
合
、
は
た
し
て

園
頼
と
い
う
凄
惨
な
行
震
が
選
冊
拝
さ
れ
る
可
能
性
は
有
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

或
い
は
異
姓
閉
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。一
隅
建
省
を
め
ぐ
る
岡
頼

の
地
域
的
績
が
り
を
考
え
る
時
、
宗
族
と
園
頼
と
の
関
係
の
考
察
は
不
可
依

で
あ
ろ
う
。
因
み
に
著
者
の
掲
げ
る
史
料
を
見
る
か
ぎ
り
、
宗
族
に
関
わ
る

と
考
え
ら
れ
る
記
述
は
僅
か
に
二
貼
で
あ
る
。
第
一
に

『稲
建
省
例
」
忠信
三

四
「
禁
服
毒
草
幾
命
園
頼
」
の
「
郷
隣
族
保
、
随
撃
附
和
、
坐
観
成
敗
」

(四
五
五
頁
)
、
第
二
に
江
西
吉
安
府
泰
和
懸
の
「
族
叔
周
星
曾
」
に
釣
す

る
園
頼
の
事
例
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
「
族
保
」
の
語
そ
れ
自
慢
が
宗
族

と
保
甲
制
と
の
密
接
な
関
係
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
族
保
」

も
附
和
雷
同
し
て
闘
頼
を
見
逃
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
族
人
間
で
も
闘
頼

が
後
生
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
後
者
は
「
族
叔
」
と
あ
る
か
ら
、
親
族

関
係
と
し
て
は
決
し
て
近
く
は
な
い
が
、
宗
族
内
部
の
園
績
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
。
も
し
宗
族
内
部
で
も
園
頼
が
後
生
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、

な
お
か
つ
著
者
が
第
十
章
で
検
討
し
た
如
く
、
岡
頼
が
各
地
で
習
俗
化
し
て

い
た
な
ら
ば
、
宗
族
内
部
で
園
頼
が
起
こ
る
こ
と
は
該
宗
族
に
と

っ
て
極
め

て
重
大
な
(
宗
族
社
舎
内
部
の
秩
序
構
造
に
お
い
て
)
・
不
名
器
な
(
外
部

の
他
の
宗
族
と
の
開
係
に
お
い
て
)
事
態
で
あ
る
か
ら
、
族
譜
内
の
「
族

規
」
等
に
か
か
る
行
鴬
を
禁
ず
る
記
載
が
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
(
著

者
は
族
譜
を
あ
ま
り
用
い
て
い
な
い
)
。
さ
ら
に
宗
族
内
部
で
矛
盾
・
封
立

が
惹
起
さ
れ
れ
ば
、
園
頼
へ
と
奔
る
の
を
恐
れ
て
何
ら
か
の
方
法
で
族
内
的

な
規
制
が
働
き
、
調
停

・
和
解
へ
向
け
て
の
動
き
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
そ
う
し
た
宗
族
内
部
の
規
制
・
懸
命
の
努
力
を
打
ち
破
っ

て
ま
で
後
者
の
事
例
の
よ
う
な
園
頼
が
惹
起
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
固
頼

au
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の
背
後
に
あ
る
駐
曾
構
造
が
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が

一崎
建
省
に
郷
自
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
次
な
る
問
題
と
し
て
設
定
さ
れ
る

べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
c

第
二
に
、
抗
租
禁
墜
に
閲
す
る
法
的
整
備
と
佃
戸
に
釘
す
る
刑
罰
。
第
二

部
・
第
六
章
で
著
者
は

〈抗
租
禁
止
係
例
〉
制
定
後
の
各
地
に
お
け
る
抗
租

祭
一
座
の
朕
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
中
で
、
抗
租
が
戸
婚
・
国
土
の
案
H

細
事
と
し
て
庭
理
さ
れ
た
た
め
、
地
方
官
が
自
由
裁
量
で
行
い
う
る
答

・

杖

・
柳
競
の
範
闘
内
で
怒
意
的
な
刑
罰
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら

に
江
西
の
事
例
を
分
析
し
な
が
ら
「
〈
抗
租
禁
止
候
例
〉
が
地
方
レ
ヴ
ェ
ル

の
抗
租
禁
堅
の
面
で
ほ
と
ん
ど
現
賓
的
意
味
を
も
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を

明
示
し
て
い
る
:
:
・
特
に
寧
都
州
で
は
事
質
上

〈抗
租
禁
止
係
例
〉
と
は
全

く
異
な
っ
た
内
容
を
も
っ
、
地
方
濁
自
の
抗
租
庭
理

・
佃
戸
庭
罰
の
規
定
を

現
出
さ
せ
て
い
た
」

(二
四
八
頁
)
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
地
方

濁
自
の
規
定
|
|
後
述
の
如
く
現
場
で
叢
生
す
る
様
々
な
附
加
刑
|
|
の
存

在
を
も
っ
て
、
は
た
し
て
嘗
該
候
例
に
記
さ
れ
た
刑
罰
が
現
質
的
な
意
味
を

失
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
著
者
の
い
う
「
地
方
猫
自
の
抗
租
慮
理
・
佃
戸
慮
罰
の
規
定
」

と
は
、
抗
租
し
た
年
限
が
「
二
年
・

三
年
」
の
者
は
杖
八
十
に
伽
競
三
十
日

を
、
「
三
年
以
上
」
の
者
は
杖
一
百
に
伽
競
四
十
日
を
加
え
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
規
定
で
は
確
か
に
年
限
に
よ
っ
て
八
十

・
一
百
と
い
う
遣
い

は
あ
る
も
の
の
、
抗
租
を
行

っ
た
佃
戸
を
杖
刑
相
嘗
と
看
倣
す
勃
で
大
差
な

い
。
問
題
は
杖
刑
に
附
加
さ
れ
た
伽
競
で
あ
る
が
、
こ
の
柳
競
の
性
格
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
評
者
も
明
確
な
回
答
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
杖
数
と
柳
競
の
日
数
と
の
封
謄
関

係
の
み
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
刑
律
、
賊
盗
、
窃
盗
律
、

〈窃
盗
再
犯
侠

例
〉
の
記
載
に
酷
似
し
て
い
る
。
今
、
蕗
允
升

『讃
例
存
疑
」
か
ら
引
用
す

れ
ば
以
下
の
と
お
り
。
「
窃
盗
再
犯
、
計
賊
発
懸
杖
六
十
者
、
加
伽
競
二
十

日
:
:
:
杖
八
十
者
、
加
伽
競
三
十
日
:
:
:
杖

一
百
者
、

加
柳
競
四
十
日
」
。

こ
の
候
例
は
窃
盗
の
初
犯
で
は
な
く
再
犯
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

江
西
の
規
定
の
場
合
も
問
題
の
箇
所
は
二
年

(複
数
年
)
か
ら
始
ま

っ
て
お

り
、
「
抗
租
を
繰
り
返
し
行

っ
た
者
」
を
釣
象
と
す
る
鈷
で
共
通
し
て
い
る

(た
だ
し
窃
盗
再
犯
は
盗
品
の
償
格
、
江
西
の
規
定
は
年
数
を
基
準
に
擬
罪

す
る
と
い
う
遣
い
が
あ
る
)
。
つ
ま
り

〈窃
盗
再
犯
保
例
〉
を
念
頭
に
お
い

て
制
定
さ
れ
た
蓋
然
性
は
低
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
醇
允
升
は
伽
競
に
聞
し
て
次
の
よ
う
な
按
語
を
載
せ
て
い
る
。

「
謹
銭
、
此
係
分
別
杖
数
、
逐
麿
遁
加
伽
競
之
慮
、
事
捗
煩
鎖
、

而
子
徒
罪

以
上
穂
未
議
及
、
未
完
軽
重
失
卒
。
釜
擬
以
杖
徒
、
の
係
計
賊
治
罪
之
法
、

而
加
擬
棚
競
、
正
所
以
懲
其
再
犯
之
罪
。
巌
子
杖
責
、
而
寛
子
徒
罪
以
上
、

似
非
例
意
(
謹
ん
で
按
ず
る
に
、
此
の
候
〔
例
〕
が
杖
数
を
分
別
し
段
階
を

逐
っ
て
柳
時
院
を
加
え
る
の
は
煩
績
な
事
で
あ
り
、
し
か
も
徒
罪
以
上
に
は
言

及
し
て
い
な
い
の
で
、

〔
刑
罰
の
〕
軽
重
が
バ
ラ
ン
ス
を
失

っ
て
し
ま
う
の

お
も

は
克
れ
な
い
。
輩
、
つ
に
杖
刑
・
徒
刑

へ
の
擬
罪
は
、
盗
品
の
債
格
で
庭
罰
す

る
法
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
伽
競
を
加
え
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
再
犯
の
罪

〔
の
悪
性
〕
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
杖
刑
よ
り
厳
し
く
し
、

徒
罪
以
上
よ
り
寛
や
か
に
す
る
と
い
う
〔
杖
・
徒
聞
の
刑
の
段
階
を
設
け

る
〕
の
が
〔
本
候
〕
例
の
意
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
」
。
醇
允
升
に
よ
れ
ば
、

柳
競
は
た
と
え
罪
が
杖
刑
相
嘗
で
も
、
本
来
な
ら
ば
初
犯
で
庭
罰
さ
れ
た
際

に
改
心
す
べ
き
と
こ
ろ
を
懲
り
ず
に
窃
盗
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
再
犯
の
悪

性
を
憎
み
懲
ら
し
め
る
た
め
に
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
り
と
す
れ

ば
抗
租
の
場
合
も
何
年
も
繰
り
返
し
滞
納
す
る
佃
戸
の
悪
性
を
懲
ら
し
め
る
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た
め
に
柳
競
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
江
西
の
規
定
は
抗
租

を
杖
刑
相
嘗
と
す
る
黙
で
〈
抗
租
禁
止
僚
例
〉
と
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
そ
の

悪
性
を
如
何
に
懲
ら
し
め
る
か
と
い
う
次
元
の
問
題
を
段
階
ご
と
に
明
記
し

た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

確
か
に
欝
允
升
自
身
も
述
べ
る
如
く
、
こ
う
し
た
伽
競
な
ど
(
著
者
の
い

う
立
柳

・
木
箆
等
も
含
む
)
附
加
刑
の
現
場
に
お
け
る
叢
生
は
、
刑
罰
鰻
系

の
バ
ラ
ン
ス
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
「
現
賓
的
な
意
味
を
失

っ
た
」
と
の
主
張
も
か
か
る
黙
に
依
嫁
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

〈抗
租

禁
止
僚
例
〉

・
江
西
の
規
定
が
と
も
に
抗
租
を
杖
刑
相
蛍
の
罪
と
し
た
黙
で

は
園
家
の
刑
罰
健
系
(
死
・
流
・
徒

・
杖
・
答
の
五
刑
)
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
国
家
の
刑
罰
鐙
系
と
は
異
な
っ
た
次
元
で
庚
が
っ
て
い
る

附
加
刑
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
本
来
の
〈
抗
租
禁
止
候
例
〉

が
意
味
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
ひ
い
て
は
制
定
の
必
要
性
が
無
か
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
抗
租
が
白
壷
捨
奪
律
で
徒
刑
に
擬
せ

ら
れ
る
よ
う
な
大
罪
で
は
な
く
、
杖
刑
相
嘗
の
軽
罪
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

た
結
で
〈
抗
租
禁
止
係
例
〉
は
そ
の
後
の
法
の
運
用
に
一
定
程
度
の
影
響
を

輿
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
著
者
は

『江
蘇
省
例
績
編
』
の
江
蘇
布
政
使
懸
賞
時
の
記
事
を
用
い

な
が
ら
、
「
首
時
「
尋
常
依
租
」
と
い
う
個
々
の
佃
戸
に
よ
る
日
常
的
な
抗

租
・
鉄
租
:
:
:
が
一
括
り
に
さ
れ
て
伽
競
と
い
う
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
、
或
い

は
「
圏
園
」
|
|
非
定
制
の
牢
獄
H
蕗
舗
・
自
新
所

・
班
舘
の
類
で
あ
ろ
う

|
|
に
拘
禁
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
常
態
と
化
し
て
い
た
こ
と

を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
(
二
五
七

l
二
五
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
嘗

該
記
事
は
妄
り
な
伽
競
と
と
も
に
枚
禁
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
注
意

す
べ
き
は
、
棚
競
が
附
加
刑
、
す
な
わ
ち
一
種
の
刑
罰
で
あ
っ
た
の
に
釣
し

て
、
牧
禁
は
刑
罰
||
た
と
え
ば
近
代
以
降
の
懲
役
刑

・
自
由
刑
の
知
き

ー
ー
で
は
な
く
、
滞
納
し
た
小
作
料
を
追
徴
す
る
ま
で
の
佃
戸
の
身
柄
拘

束
・
確
保
で
あ
っ
た
駄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
は
史
料
の
記
載
に
引
き
ず

ら
れ
て
伽
競
と
牧
禁
と
を
刑
罰
と
し
て
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ぬ
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
次
な
る
問
題
は
、
牧
禁
の
場
所
が
圏
圏
H

務
舗

・
自
新
所
・
班
館
の
類
だ
っ
た
の
か
、
逆
に
い
え
ば
、
布
政
使
嬢
賓
時

は
明
末
以
降
脈
々
と
績
い
て
き
た
非
定
制
の
牢
獄
H
舗
倉
(
蕩
舗
・
自
新

所
・
班
舘
は
名
稽
の
繁
更
に
す
ぎ
な
い
)
へ
の
拘
禁
を
こ
こ
に
至
っ
て
禁
止

し
て
い
る
の
か
と
い
う
鈷
で
あ
る
。

史
料
中
に
は
「
牧
入
園
国
」
と
見
え
る
が
、
一
般
的
に
考
え
て
こ
の
圏
圏

が
著
者
の
い
う
務
舗

・
自
新
所
・
班
舘
で
は
な
く
、
{
疋
制
の
牢
獄
H
監
と
解

移
し
た
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と
は
言
を
倹
つ
ま
い
。
そ
れ
を
な
ぜ
敢
え
て
務

舗
等
々
と
解
穫
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
た
と
え
ば

『江
蘇
省
例
』
臭
政
、

「詞
訟
人
誼
不
准
輿
盗
賊
阿
押
」
同
治
七
年
十

一
月
十
四
日
通
筋
に
「
有
詞

訟
人
設
、
血
(
牧
捕
盗
賊
各
犯
同
押
一
庭
、
略
無
分
別
者
。
:・

・
自
後
各
州
懸

詞
訟
案
内
、
情
節
較
軽
人
設
、
感
卸
酌
量
取
保
、
不
准
濫
行
管
押
。
遁
有
必

須
管
押
之
犯
、
感
専
設
{
呂
飯
歌
雨
三
家
、
承
充
愛
押
(
訴
訟
の
被
告

・
諮
人

を
、
逮
捕
し
た
盗
賊
と
向
じ
場
所
〔
監
〕
に
拘
禁
し
、
殆
ど
直
別
し
な
い
場

合
が
あ
る
。
:
:
:
今
後
、
各
州
豚
の
訴
訟
案
件
の
中
で
、
情
節
が
比
較
的
軽

い
被
告
・
誼
人
に
つ
い
て
は
、
即
ち
に
酌
量
し
て
保
提
押
す
べ
き
で
あ
り
、
濫

り
に
管
押
を
准
し
て
は
な
ら
な
い
。
遇
ま
必
ず
管
押
す
べ
き
被
告
が
有
れ
ば
、

{呂
飯
歌
雨
三
家
を
専
設
し
、
〔
そ
こ
に
〕
請
け
負
わ
せ
管
押
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
嘗
時
訴
訟
に
関
わ
っ
て
最
も
関
心
を
集
め
て
い
た

事
の
一
つ
は
、
罪
状
の
軽
い
者
を
盗
賊
な
ど
凶
悪
犯
と
と
も
に
「
監
」
に
拘

禁
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
(
タ
イ
ト
ル
に
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
)。

な
ぜ

-167一
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な
ら
看
役
や
牢
頭
の
凌
虐
・
制
索
を
受
け
る
な
ど
弊
害
が
多
愛
し
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
で
右
で
は
「
官
飯
歎
」
へ
の
拘
禁
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
名

稽
こ
そ
「
{目
飯
駄
」

({自
の
経
営
す
る
駄
家
)
と
あ
る
も
の
の
、
現
質
的
に

は
か
つ
て
の
舗
倉
に
類
す
る
施
設
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
「
惰
節

較
軽
人
設
」
H
比
較
的
軽
い
刑
事
案
件
や
民
事
案
件
に
関
わ
る
被
告

・
干
遠

の
拘
禁
施
設
は
光
緒
元
年
以
後
、
「
待
質
公
所
」
に
一
本
化
さ
れ
て
い
く
が
、

ま
さ
に
官
飯
駄
は
待
質
公
所
へ
の
過
渡
的
な
名
稀
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
か
る
鈷
か
ら
す
れ
ば
、
謄
賀
時
は
、
抗
租
し
た
佃
戸
が
盗
賊
等
と
と
も
に

監
に
枚
禁
さ
れ
て
い
る
と
い
う
常
態
を
憂
い
、
む
し
ろ
官
飯
歌
・
待
質
公
所

等
を
は
じ
め
所
謂
舗
倉
に
収
禁
す
べ
き
こ
と
を
求
め
た
と
考
え
た
方
が
よ
い

と
恩
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
臨
脂
質
時
の
記
事
に
い
う
回
国
を
も
っ
て
押
佃
所
の

成
立
に
至
る
過
渡
的
状
況
を
示
し
た
も
の
と
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

や
や
煩
雑
な
内
容
と
な
っ
た
が
、
推
測
を
も
含
め
つ
つ
整
理
す
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
さ
に
著
者
が
賓
議
し
た
知
く
、
落
正
五
年
の

〈抗
租

禁
止
燦
例
〉
制
定
以
前
よ
り
地
主
が
佃
戸
の
抗
租
を
州
豚
街
門
に
告
訴
す
る

事
態
が

一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
賓
際
の
劉
感
は
州
豚
官
個
々
人
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
等
閑
視
す
る
者
、
不
『
賂
篤
律
を
適
用
す
る
者
、
時
と

し
て
白
萱
槍
奪
律
に
擬
律
す
る
者
す
ら
あ
っ
た
(
著
者
の
指
摘
の
如
く
、
一

般
的
に
は
不
感
矯
律
に
よ
っ
て
杖
刑
に
擬
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ

う
)
。
か
か
る
朕
況
の
下
で
制
定
さ
れ
た
保
例
中
で
は
、
抗
租
は
杖
刑
相
嘗

の
皿
作
と
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
確
か
に
法
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
側
面
が
あ
る

一
方
で
、
抗
租

・
鉄
租
を
庭
迎
す
る
法
的
根
械
の
依
如
を
補
う
べ
く
、
今
後

は
不
感
翁
律
と
同
様
に
杖
八
十
と
す
る
、
か
よ
う
な
原
則
を
示
す
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
た
だ
し
般
格
に
擬
律
さ
れ
ず
、
同
じ
く

杖
刑
と
し
て
慮
罰
す
る
不
思
翁
律
、
盗
耕
種
官
民
田
律
な
ど
を
安
易
に
遁
用

す
る
者
も
い
た
し
、
以
前
ど
お
り
等
閑
視
す
る
者
も
あ
っ
た
。
し
か
し
個
別

の
事
例
に
固
執
し
て
し
ま
う
と
か
え
っ
て
原
則
を
見
失

っ
て
し
ま
う
)。

と

こ
ろ
が
、
現
場
で
は

一
度
の
み
な
ら
ず
繰
り
返
し
意
識
的
な
抗
租
・
鉄
租
を

行
う
佃
戸
も
存
在
し
た
。
そ
う
し
た
佃
戸
に
封
し
て
は
、
そ
の
悪
性
を
懲
ら

し
め
る
と
い
う
、
刑
罰
と
は
異
な
る
次
元
に
お
い
て
柳
競
が
加
え
ら
れ
た

(
あ
た
か
も
窃
盗
の
再
犯
を
懲
ら
す
か
の
如
く
て
と
。

以
上
、
評
者
は
偶
目
し
た
史
料
に
依
燦
し
な
が
ら
卑
見
を
示
し
た
が
、

〈抗
租
禁
止
係
例
〉
の
制
定
と
そ
の
厨
透
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今

一
度
す

っ
き
り
と
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
園
頼
を
め
ぐ
る
心
性
。
著
者
は
第
四
部
で
死
骸
を
用
い
た
恐
喝

行
筋
H
園
頼
に
つ
い
て
詳
察
し
、
園
頼
が
各
地
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
、
し
か
も
そ
こ
で
見
ら
れ
る
自
殺
・
他
殺
が
決
し
て

一
時
的
な
憤
慨
や
萎

恥
心
に
よ
る
突
渡
的
な
行
局
で
は
な
く
、
身
内
の
者
で
す
ら
「
幾
親
」
す
る

習
俗
化
・
慣
習
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
を
裁
く
州
係
官
も

園
頼
と
し
て
慮
罰
せ
ず
、
埋
葬
銀
を
被
害
者
か
ら
追
徴
し
て
加
害
者
に
支
給

し
た
、
す
な
わ
ち
園
頼
を
積
極
的
に
庭
罰
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
等
、

極
め
て
興
味
深
い
談
論
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
で
習
俗
化
・
慣
習
化
し
た
行
筋
は
、
国
家
権
力
に
持
ち

込
ま
れ
た
場
合
、
事
{
貫
関
係

・
犯
罪
性
の
有
無
が
裁
判
で
争
わ
れ
た
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
部
に
す
ぎ
ず
、
事
の
性
格
上
賓
際
に
は
地
域

(
宗
族
結
合
を
紐
帯
と
す
る
共
同
程
)
内
部
で
庭
理
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
例

も
多
々
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
具
穏
的
な
庭
理
方
法
と
し
て
は
園
頼
被
害
者

が
加
害
者
の
要
求
に
従
っ
て
金
銭
等
を
支
給
し
、
死
そ
れ
自
慢
は
軍
な
る
自

殺
と
し
て
届
け
出
ら
れ
る
等
、
様
々
な
事
態
を
想
定
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
こ

の
よ
う
な
「
私
和
」
が
行
わ
れ
る
時
、
問
題
と
な
る
の
は
闘
頼
を
め
ぐ
る
心

168ー
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性
で
あ
る
。
著
者
は
す
で
に
園
頼
を
選
揮
す
る
人
キ
の
死
生
観

・
他
界
観
に

ま
で
踏
み
込
ん
で
者
桑
し
て
い
る
。
た
だ
し
著
者
自
身
も
認
識
す
る
よ
う
に

史
料
的
に
困
難
な
作
業
で
あ
り
、
著
者
の
示
し
た
文
一
言
|
l
死
別
輿
生
離

ー
ー
は
あ
ま
り
に
抽
象
的
な
表
現
で
あ
る
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
未
だ
十
分

に
納
得
の
い
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
(
四
三
四
l
四

三
五
、
四
七
八

l
四
八
二
頁
)
。

ま
た
一
方
で
園
頼
選
揮
者
の
み
な
ら
ず
、
圃
頼
の
被
害
者
(
抗
租
を
め
ぐ

る
園
頼
で
は
お
も
に
地
主
を
さ
す
)
の
心
性
の
検
討
も
不
可
欽
と
な
ろ
う
。

著
者
も
か
か
る
貼
に
鰯
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
王
世
怒

『間
部
疏
』
の
記
事

を
引
用
し
な
が
ら
「
恨
み
の
針
象
と
な
っ
た
家
の
方
も
園
頼
を
行
っ
た
側
に

金
銭
を
支
梯
い
、
裁
剣
沙
汰
に
後
展
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
事
」
を
ま
る
く

収
め
よ
う
と
す
る
」
(
五

O
一
頁
、
傍
貼
は
評
者
に
よ
る
)
と
遮
べ
て
い
る
。

こ
の
見
解
の
根
擦
と
な
っ
た
原
文
は
「
怨
家
富
而
畏
事
、
厚
償
之
土
主
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
長
事
」
は
本
嘗
に
(
事
が
大
き
く
な
っ
て
)
裁
判

沙
汰
に
な
る
の
を
畏
れ
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
断
定
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
を
如
何
に
謬
す
か
は
園
頼
の
被
害

者
の
心
性
と
も
関
わ
っ
て
い
て
重
要
で
あ
る
。
許
者
に
も
全
く
回
答
は
準
備

で
き
て
い
な
い
が
、
著
者
が
掲
げ
る
現
賓
的
な
問
題
以
外
に
奉
げ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
怨
み
・
崇
り
の
類
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
被
害
者
が
畏
れ
た

「事
」
と
は
文
脈
か
ら
し
て
自
分
に
怨
み
を
も
っ
者
が
断
腸
草
を
食
べ
、
今

ま
さ
に
死
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
事
賓
で
あ
る
。
そ
う
し
た
怨
み
は
被
害

者
本
人
の
み
な
ら
ず
、
骨
田
然
に
子
孫
に
ま
で
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ

ろ
う
か
ら
、
一
旦
後
生
し
て
し
ま
え
ば
極
め
て
慎
重
な
慮
理
が
求
め
ら
れ
た

に
相
違
な
い
。
た
と
え
一
介
の
佃
戸
の
死
で
あ
っ
て
も
、

一
種
の
怨
み

・
崇

り
に
よ
る
一
族
の
衰
退
・
波
落
は
是
が
非
で
も
避
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
う

し
た
観
念
の
存
在
を
賓
設
す
る
手
だ
て
は
全
く
無
い
が
、
裁
判
沙
汰
に
な
る

と
い
う
す
ぐ
れ
て
現
賓
的
な
問
題
の
外
に
、
手
厚
く
埋
葬
せ
ね
ば
死
者
の
怨

み
・
崇
り
を
鎮
め
ら
れ
な
い
と
い
う
脅
迫
観
念
に
も
似
た
意
識
に
突
き
動
か

さ
れ
る
、
そ
う
し
た
行
動
パ
タ
ー
ン
が
嘗
時
の
人
々
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
か
か
る
観
念
の
存
在
を
前
提
と
し
て
始
め
て
圃
頼
を
め

ぐ
っ
て

「
私
和
」
す
る
被
害
者
と
加
害
者
の
心
性
を
理
解
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

最
後
に
細
か
い
貼
で
あ
る
が
、
著
者
が
埋
葬
銀
と
考
え
た
「
播
花
例
銀
」

(
四
七
五
頁
)
に
つ
い
て
。
こ
の
案
件
で
は
園
頼
被
害
者
の
呉
在
升
が
事
件

を
契
機
に
加
害
者
鄭
邦
振
へ
の
土
地
の
返
還
と
そ
れ
に
件
、
つ
代
債
の
返
済
を

求
め
て
い
る
。
し
か
し
赤
貧
の
鄭
邦
娠
に
は
抑
い
戻
す
現
金
も
笹
山
。
そ
こ

で
呉
在
升
に
命
じ
ら
れ
た
の
が
括
花
例
銀
十
雨
の
支
挑
い
で
あ
っ
た
。
著
者

は
こ
れ
を
鄭
邦
振
へ
の
埋
葬
銀
と
解
稼
す
る
が
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
十
雨
は
鄭
邦
振
の
父
圏
一
枇
が
土
地
の

一
部
を
股
回
し
た
際
に
呉
在

升
に
支
梯
っ
た
十
爾
と
同
額
で
あ
る
。
こ
の
事
と
文
脈
か
ら
し
て
呉
在
升
に

そ
の
十
雨
を
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
全
て
の
土
地
を
呉
在
升
の
所
有
と

し
、
郎
邦
振
と
の
閥
係
を
断
絶
さ
せ
よ
う
と
し
た
庭
置
だ

っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
例
銀
」
の
語
に
若
干
の
疑
問
が
残
ら
ぬ
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
括
花
」
は
土
地
の
所
有
権
等
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
朕
況
を
示
す
表

現
と
考
え
ら
れ
る
か
ら、

埋
葬
銀
で
な
い
可
能
性
は
高
い
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
、
評
者
の
浅
薄
な
興
味
関
心
か
ら
若
干
の
疑
問
黙
を
提
示
し
て
き
た

が
、
門
外
漢
ゆ
え
の
的
外
れ
な
議
論
を
行
っ
た
部
分
も
少
な
く
な
い
と
思
わ

れ
る
。
著
者
の
御
海
容
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
ま
た
上
述
の
と
お
り
、
本
書

が
明
清
時
代
史
研
究
に
投
げ
か
け
た
聞
い
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ
を
正
面

か
ら
受
け
と
め
て
紹
介
・
論
評
で
き
な
か
っ
た
許
者
の
非
力
を
併
せ
て
お
詫
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び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
著
者
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
ん

で
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
か
ら
多
大
な
知
的
興
奮
を
奥
え
ら
れ
た
評
者

な
ら
ず
と
も
明
清
史
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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